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実施計画事業
実施計画事業以外の事業 〇

令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 高齢者世話付住宅援助員派遣事業 担当部 福祉部

事業期間 平成７年度 ～ 令和６年度以降 担当課 地域包括ケア推進課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

9
展開
方向

4 担当係 長寿福祉係

目 1 大 3 中 6予算区分 一般会計 款 3 項 2

対象
（何･誰を対象

に）

市内の高齢者世話付住宅に居住する60歳以上の者がいる世帯

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

◆令和３年度実施内容
県営岩崎住宅及び県営北外山住宅内のシルバーハウジングにおいて、１
日１回生活援助員が訪問または電話で必要に応じ、以下のサービスを行う
ことによって、地域で自立した安全かつ快適な生活を営むことができるよう
にした。

サービス：生活指導・相談、安否の確認、一時的な家事援助、緊急時の対
応、関係機関等との連絡、その他日常生活上必要な援助
岩崎 　30戸、延べ派遣日数242日
北外山 24戸、延べ派遣日数242日

◆直接経費（令和３年度決算額）
　委託料　 　 8,725千円

◆直接経費（令和４年度予算額）
　委託料　 　11,000千円

受益者負担 有

利用世帯の所得税額の階層により負担あり
合計　265千円

根拠法令
・個別計画

小牧市高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業
運営要綱 事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

高齢者世話付住宅に居住する高齢者に対し、生活援助員を派遣して生活
指導・相談、安否確認、緊急時の対応等のサービスを提供することにより、
地域で自立した安全かつ快適な生活を営むことができるようにする。

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金 297 291 315

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 6,298 6,719 8,190 8,460

計（A） 6,595 7,010 8,505 8,725

265

その他

予算額 7,393 7,719 11,000 11,000 11,000

対前年比 ― 6 21 2

その他職員（時給×時間）

正規職員（平均賃金） 1,123 1,123 1,123 1,123

正規職員 0.15 0.15 0.15 0.15

その他職員

事業費合計（C＝A＋B） 7,718 8,133 9,628 9,848

計（B） 1,123 1,123 1,123 1,123

人
件
費
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（３）業績

単位

1

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 9 展開方向 4

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

53 54 54

R4

成
果
指
標

派遣世帯数 世帯
― ― ― ― ―

54

活
動
指
標

生活援助員派
遣日数(延べ）

日
― ― ― ― ―

488 488 486 484

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 54 53 54 54

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 142,924 153,450 178,294 182,368

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

〇高齢者が安心して自立した生活を営むことができるよう、在宅生活の支援を図
ることができた。
〇成果指標である派遣世帯数については、近年満室が続いており、シルバーハ
ウジングの入居者が減少する見込みはない。また、緊急時の安否確認等につい
ては、高齢者世話付住宅派遣援助員の働きかけによる居住者と地域がつながる
取組が必要である。

今後の実
施内容

○引き続き事業を実施し、高齢者が安心して自立した生活を営むことができるよ
う、在宅生活の支援を図る。
〇シルバーハウジング入居者同士・地域の方々と入居者の方々とのふれあいの
場として、交流会を実施する。

事務事業評
価による額
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